
を
取
っ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ト　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
複
数
の
水
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
、
そ
の
多
く
に
日
本

企
業
が
関
わ
っ
て
い
る
。
ビ
ク

ト
リ
ア
州
で
は
褐
炭
か
ら
水
素

を
製
造
し
液
化
し
て
神
戸
へ
輸

送
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
だ
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
１
０
０
％
再
エ
ネ
で
ア
ン
モ

ニ
ア
を
製
造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

再
エ
ネ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

予
定
し
て
い
る
。
水
素
の
商
用

化
に
は
、
石
炭
ガ
ス
化
と
Ｃ
Ｃ

Ｓ
の
組
み
合
わ
せ
、
再
エ
ネ
に
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水素活用の先進都市・神戸

　
　
　
神
戸
市
長

久
元 

喜
造 

氏

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

２
つ
の
事
業
の
成
果
を
神

戸
市
内
で
実
装
す
る
た
め

に
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
内

に
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や

時
間
帯
別
の
電
力
負
荷
な
ど

実
態
を
調
査
し
た
デ
ー
タ
を

基
に
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

Ｃ
Ｏ
２

80
％
削
減
を
目
指
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
し
て

は
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク

市
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア

バ
デ
ィ
ー
ン
市
と
連
携
、
ロ

バ
ー
ト
・
ゴ
ー
ド
ン
大
学
と

神
戸
大
学
と
の
連
携
な
ど
、

若
い
世
代
の
相
互
派
遣
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

19
年
に
は
都
市
間
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
共
有
す
る
自
治
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
世
界
エ
ネ
ル

ギ
ー
都
市
間
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
（
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
）
に
加

盟
し
た
。
我
が
国
の
自
治
体

と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
が

各
自
治
体
に
広
が
り
連
携
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

神
戸
で
は
海
上
に
位
置
す

る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
世

界
初
と
な
る
２
つ
の
実
証
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
日
豪
共

同
の
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
実
証
事
業
で
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
未
活
用
の

褐
炭
を
水
素
に
変
え
現
地
で

液
化
。
液
化
水
素
運
搬
船
で

海
上
輸
送
し
神
戸
に
荷
揚
げ

し
て
、
液
化
水
素
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
事
業

に
な
る
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
シ
ス
テ
ム
開
発
実
証
事

業
は
、
水
素
燃
料
１
０
０
％

で
発
電
し
た
電
気
と
熱
を
病

院
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
供
給
。
発
電
効
率
や
環

境
性
能
の
向
上
、
低
コ
ス
ト

化
を
図
る
技
術
開
発
に
向
け

て
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
今
年
度
は
実
証
運
転
を

 

自
治
体
講
演

臨海部を核に水素戦略

　
　
　
川
崎
市
長

福
田 

紀
彦 

氏

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　

直
近
で
は
、
太
陽
光
発
電

で
製
造
し
た
水
素
を
事
業
所

内
で
利
用
す
る
「
Ｃ
Ｏ
２

フ

リ
ー
水
素
充
填
・
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
活
用
モ
デ
ル
」
に
つ

い
て
、
今
年
２
月
に
充
填
施

設
が
完
工
、
実
際
に
Ｆ
Ｃ
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
工
場
内
で

稼
働
し
て
い
る
。
ま
た
、
ブ

ル
ネ
イ
で
調
達
し
た
水
素
を

有
機
ケ
ミ
カ
ル
ハ
イ
ド
ラ
イ

ド
法
で
液
体
に
し
、
常
温
・

常
圧
で
通
常
の
コ
ン
テ
ナ
船

で
海
上
輸
送
、
川
崎
臨
海
部

の
製
油
所
内
で
発
電
利
用
す

る
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
モ
デ
ル
」
は
、
い
よ
い
よ

世
界
初
の
国
際
間
輸
送
に
よ

る
水
素
混
焼
発
電
の
実
証
を

行
う
段
階
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
Ｆ
Ｃ
で
走
行
す
る
鉄
道
車

両
に
つ
い
て
も
21
年
度
に
試

験
走
行
を
開
始
、
実
証
を
進

め
る
予
定
だ
。

　

今
後
も
、
水
素
関
連
企

業
・
団
体
と
連
携
し
、
川
崎

か
ら
新
た
な
取
り
組
み
を
生

み
出
し
て
い
く
。

　

川
崎
市
の
臨
海
部
は
京
浜

工
業
地
帯
の
一
角
と
し
て
発

展
し
、
健
康
・
医
療
分
野
で

世
界
最
先
端
の
研
究
開
発
拠

点
で
あ
る
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ

ロ
ン
ト
を
擁
す
る
な
ど
、
わ

が
国
の
成
長
戦
略
の
一
翼
を

担
う
重
要
な
エ
リ
ア
だ
。

　

こ
こ
に
は
、水
素
を
製
造
・

利
活
用
す
る
企
業
や
Ｆ
Ｃ
関

連
企
業
も
数
多
く
集
積
し
て

い
る
。
水
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
２
０
１
３
年
に
有
識

者
や
立
地
企
業
と
と
も
に
川

崎
臨
海
部
水
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
を
設
立
。
15
年
に

川
崎
水
素
戦
略
を
策
定
し

た
。
水
素
供
給
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
多
分
野
に
わ
た
る
水

素
利
用
の
拡
大
、
社
会
認
知

度
の
向
上
の
３
点
を
基
本
戦

略
と
し
、
現
在
８
件
の
プ
ロ

　

原
田　

小
さ
な
地
域
で
は
設

備
費
を
公
的
な
費
用
で
賄
え
ば

運
転
費
用
は
安
く
な
る
。
地
域

に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
。

　

ボ
ル
ト　

電
線
で
電
力
提
供

で
き
な
い
地
域
な
ど
は
再
エ
ネ

を
使
っ
た
発
電
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
。
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
最

適
な
の
か
考
え
る
段
階
に
あ
る
。

　

金
子　

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
や
技
術
開
発
の
余
地
、

課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

橘
川　

一
般
の
発
電
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
部
門
で
は
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
温
暖
化
ガ

ス
排
出
課
税
）
を
や
る
べ
き
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ノ
ル
ウ
エ

ー
で
は
炭
素
規
制
が
起
点
に
な

っ
た
。

　

佐
薙　

福
島
で
は
製
造
コ
ス

ト
低
減
が
課
題
。
電
力
系
統
の

シ
ス
テ
ム
最
適
化
も
必
要
だ
。

　

笹
津　

信
頼
性
を
担
保
し
な

が
ら
低
コ
ス
ト
化
す
る
課
題
が

あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２

の
輸
送
・
貯
留

は
技
術
だ
け
で
な
く
社
会
的
仕

組
み
と
も
関
係
す
る
。
技
術
と

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
仕
組
み
が

混
在
す
る
分
野
で
課
題
が
あ
る
。

　

金
子　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
Ｃ
Ｏ
２

を
地
中
に
埋
め
る
Ｃ

Ｃ
Ｓ
の
社
会
的
合
意
は
取
れ
て

い
る
の
か
。

　

ボ
ル
ト　

ま
だ
大
規
模
実
証

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
十
分
な

討
議
と
段
階
を
踏
め
ば
理
解
は

得
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
特

定
の
セ
ク
タ
ー
や
技
術
に
対
し

て
展
開
す
べ
き
だ
。

　

原
田　

大
規
模
輸
送
や
液
化

技
術
は
大
幅
に
効
率
が
上
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
で
も
コ
ス
ト
低
減
の
技

術
課
題
が
あ
る
。

　

金
子　

政
策
提
言
に
つ
い
て

も
聞
き
た
い
。

　

橘
川　

水
素
は
多
様
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
つ
な
が
る
た
め
、
問

題
点
も
含
め
て
徹
底
的
に
情
報

公
開
を
し
て
ほ
し
い
。

　

佐
薙　

水
素
は
幅
が
広
く
、

産
官
学
の
協
調
が
不
可
欠
に
な

る
。
福
島
の
再
エ
ネ
の
水
素
製

造
設
備
で
期
待
に
応
え
た
い
。

　

笹
津　

国
・
自
治
体
に
は
規

制
に
関
す
る
柔
軟
な
対
応
を
望

む
。
例
え
ば
水
素
は
高
純
度
を

求
め
る
と
コ
ス
ト
が
高
く
な
る

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
純
度
と

コ
ス
ト
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を

探
り
、実
装
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　

ボ
ル
ト　

気
候
変
動
課
題
に

は
緊
密
な
国
際
協
力
を
期
待
し

た
い
。

　

原
田　

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
は
後
の
世
代
に
幸
福
を
も
た

ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
官
民

で
協
力
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

先
端
を
走
り
た
い
。

　

佐
薙　

再
エ
ネ
水
素
の
低
コ

ス
ト
化
は
用
途
の
拡
大
と
事
業

化
が
鍵
。
既
存
の
も
の
と
同
等

の
コ
ス
ト
を
実
現
し
な
い
と
勝

ち
残
れ
な
い
。

　

ボ
ル
ト　

低
コ
ス
ト
化
に
は

革
新
的
技
術
と
政
府
の
後
押
し

が
必
須
。
最
終
的
に
は
経
済
的

対
価
を
払
っ
て
で
も
脱
炭
素
化

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
未
成

熟
な
地
域
へ
の
投
資
も
必
要
。

　

原
田　

大
量
輸
送
は
低
コ
ス

ト
化
に
向
け
た
取
り
組
み
。
現

状
の
天
然
ガ
ス
と
同
等
の
コ
ス

ト
に
は
到
達
す
る
と
考
え
る
。

　

橘
川　

水
素
は
現
時
点
で
は

経
済
性
が
悪
い
。
逆
の
特
性
を

持
つ
石
炭
と
の
組
み
合
わ
せ
で

変
化
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

笹
津　

化
石
燃
料
由
来
の
Ｃ

Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素
利
用
を
広
げ

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
た
い
。

　

金
子　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
ど
の
水
素

利
用
を
は
じ
め
、
水
素
の
用
途

は
広
い
。
大
規
模
水
素
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
可
能
性
な
ど
を

広
く
伝
え
、
需
要
を
拡
大
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
普
及
戦
略

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

笹
津　

例
え
ば
ビ
ク
ト
リ
ア

州
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
Ｃ

Ｏ
２

フ
リ
ー
の
水
素
を
混
ぜ
れ

ば
イ
ン
フ
ラ
の
コ
ス
ト
削
減
、

低
炭
素
化
に
つ
な
が
る
。

　

橘
川　

日
本
で
の
大
規
模
需

要
の
絵
を
描
く
必
要
が
あ
る
。

　

佐
薙　

工
業
材
料
と
し
て
の

使
用
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　

原
田　

ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
・

カ
ウ
ン
シ
ル
で
も
需
要
拡
大
策

が
議
論
さ
れ
た
。
神
戸
で
は
海

外
か
ら
入
っ
た
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー

水
素
を
再
エ
ネ
や
燃
料
電
池
等

と
組
み
合
わ
せ
て
需
要
拡
大
を

図
る
取
り
組
み
を
始
め
る
。

　

ボ
ル
ト　

国
を
超
え
た
大
規

模
な
拡
大
と
水
素
活
用
の
働
き

か
け
が
重
要
に
な
る
。

　

金
子　

地
域
で
の
水
素
活
用

は
ど
う
考
え
る
か
。

　

橘
川　

高
価
な
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
、

ま
ず
公
共
バ
ス
で
使
う
な
ど
、

自
治
体
の
役
割
は
大
き
い
。

　

佐
薙　

分
散
電
源
を
離
島
で

使
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。

　

笹
津　

地
域
の
特
性
も
生
か

し
た
い
。
地
方
で
は
再
エ
ネ
電

気
を
使
っ
た
水
素
利
用
も
あ
る
。

　

橘
川　

脱
炭
素
の
流
れ
と
、

再
エ
ネ
が
本
格
化
し
た
中
で
の

動
き
に
は
必
然
性
が
あ
る
。

　

佐
薙　

中
国
・
欧
州
の
再
エ

ネ
活
用
の
動
き
も
活
発
だ
。

　

笹
津　

脱
炭
素
の
流
れ
と
国

の
戦
略
的
後
押
し
も
大
き
い
。

　

ボ
ル
ト　

水
素
活
用
の
技
術

が
整
い
、
官
民
が
本
格
的
に
取

り
組
み
始
め
て
い
る
。

　

原
田　

気
候
変
動
が
表
面
化

す
る
中
で
脱
炭
素
の
う
ね
り
が

で
き
、
技
術
も
進
歩
し
た
。
ブ

ー
ム
は
本
物
だ
と
考
え
る
。

　

金
子　

コ
ス
ト
と
競
争
力
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

金
子　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
水
素
社
会
に
向
け
た
現
状
と

課
題
を
聞
き
た
い
。

　

橘
川　

日
本
は
Ｆ
Ｃ
先
進
国

で
は
あ
る
が
水
素
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
水
素
社

会
の
到
来
は
道
半
ば
。
大
規
模

水
素
発
電
に
関
し
て
は
日
本
の

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ

再
エ
ネ
・
水
素
を
活
用

脱
炭
素・再
エ
ネ
本
格
化

水
素
ブ
ー
ム
が
到
来
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電
力
業
界
の
今
後
の
取
り
組
み

に
か
か
っ
て
い
る
。
注
目
し
て

い
る
の
は
水
素
と
Ｃ
Ｏ
２

か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
作
る
メ
タ
ネ
ー

シ
ョ
ン
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
グ

ナ
ム
発
電
所
で
水
素
発
電
を
予

定
し
て
お
り
、
日
本
製
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
が
使
用
さ
れ
る
。
欧
州

で
は
既
存
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
水
素
用
に
転
用
す
る

計
画
も
あ
る
が
、
日
本
は
後
れ

橘
川 

氏

ボ
ル
ト 

氏

よ
る
水
電
解
の
選
択
肢
が
あ

る
。
水
素
需
要
の
創
出
と
商
用

水
素
製
造
に
投
資
を
呼
び
込
む

に
は
、
規
制
や
助
成
制
度
で
国

と
関
連
業
界
に
よ
る
整
合
性
の

あ
る
政
策
介
入
が
必
要
だ
。

　

金
子　

昨
今
の
水
素
の
盛
り

上
が
り
は
本
物
と
考
え
る
か
。

水
素
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課
題 

橘
川 

氏

需
要
拡
大
に
は
国
際
協
力
必
須 

ボ
ル
ト 

氏

鍵
握
る
用
途
の
拡
大
と
事
業
化 

佐
薙 

氏

大
規
模
輸
送
で
コ
ス
ト
低
減
を 

原
田 

氏

環
境
意
識
の
高
ま
り
が
後
押
し 

笹
津 

氏

多
様
な
用
途
広
く
伝
え
る
べ
き 

金
子 

氏

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
装
と
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携

寄    

稿


